




百 海 正 一
は じ め に
日頃,我 々が仕 事 で他 社 を訪 問す る時 に は前 も って約 束 して お いて か ら訪 問
す る こ とが多 い。 他 人 に会 うと きの約 束,引 っ越 しの予 約,結 婚 式 の予 約,ホ
テ ルの予 約,株 の売 買 注 文,旅 行 す る時 の手 配 な ど常 に前 も って の約 束 の下 で
行 動 して い る。 この よ うに多 数 の形 態 の予 約 が あ るが,こ こで は デ ー タの発生
処理,記 録 の作成 が一 っ の シ ステ ム と して の形 を有 す る予 約形 態 を取 り扱 う こ
とにす る。予 約 システ ム と して コ ン ピュー タ化 して い る業 務 は,現 在主 と して・
① 航 空座 席 予約 シ ステ ム,② 鉄 道 列車 予 約 シス テム,③ 観 光 予 約 シ ステ ム(旅 行
コース,レ ンタカーなど),④ ホ テル予 約 シ ステ ム,⑤ 貨物 運 送 予 約 シ ステ ム,⑥
劇場 や コ ンサ ー トのチ ケ ッ ト予 約 な どの シ ステ ムが あ る。
この うち特 に情 報処 理 量 処理 ス ピー ド,国 際 的 ネ ッ トワー ク網,記 録 を保
持 す る フ ァイ ル量 シス テ ムの複雑 さ と規 模 の大 きさな どか ら,代 表 的 な シス
(1)
テ ム は航 空座 席 の予約 と管理 を行 うCRS(通 称,シ ーアールェス)で あ る。
本 稿 で は戦 略情 報 シ ス テム の草 分 け と して知 られ て い るCRSの 概 要 を紹 介
す る こ と とす る。
lCRSと は
1.1航 空輸送産業 における予約 システム
定 員の限 られた交通機関や設備 を利用す る場合,あ らか じめ予約 を してお こ
うとい う考 え方 は一般的である。特 に,航 空機 のよ うに利用者(需 要)の 数 に対
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して,定 員(供 給)が 制限 されて いる場合 には,同 じ座席 の二重売 りを避 けるた
め に,ま ず迅速かっ正確 に処理 す ることを要求 され る予約業務が コ ンピ
ュー タ
化 の対象にな った。 これ だけな らs航 空輸送業界 における座席予約 システムは
鉄道や ホテルの予約 システムとあま りかわ らない システムであ るが
,航 空輸送
産業の発展 と共 に競争 に勝 ち残 るための有力 な武器(一 戦略情報システム__)
とな った。
す なわち・一度飛 び立 って しまえば商品価値 を全 く失 って しま う航空機 の座
席 というス トックの効かない商品 と出発の直前 までで きるだけ商品 と して取 り
扱えるようにして,飛 行機の麟 利藤 を庫】上させ洛 支店の予約.発 券業務
や飛 行場 の搭乗 カ ウ ン ターの処 理 を 合理 化 す る こ とに よ り顧 客 サ ー ビスの 向上
を はか り,か っ 自社 の予 約 業 務 と他 の航 空会 社 業 務 を有 機 的 に結 合 させ る こ と
に よ って後方 業 務 の合 理 化 を はか る とい う多 目的 システ ム に成 長 したか らであ
る。
定 義:CRSは 一 般 に オ ン ライ ン予 約 シ ス テ ム あ る い は コ ン ピュ ー タ予
約 シス テ ム とよば れ て い る。
広義:航 空,列 車fバ ス,船 舶 な どの座 席 予 約sホ テ ル,旅 館 な どの ル ー
ム予 約 ・劇 場 や コ ンサ ー トな どの チ ケ ッ ト予 約 な どを意 味 す る シ
ステ ムで あ る。
狭 義:航 空業 界 の予約 シ ステ ムCRSを い う。
1.2特 徴
CRSは 世 界各 地 の 支店,旅 行 代 理 店 な どか ら端 末装 置 を通 じて
,予 約 に関 す
る問 い合 わせ が 発生 し,数 秒 以 内 に その処 理 結 果 が フ ィー ドバ ックされ る
。予
約 業 務 で の デ ー タの発生 は ラ ンダムで あ り,か っ発 生 した デー タに対 して は,
リアル タイ ム処 理 が要 求 され る。従 って,CRSは コ ン ピュー タの処 理 速度 が速
いだ け で な く高 速 大 容 量 の 記 憶 装 置,端 末 入 力装 置 を備 え て い るだ けで は な
く・ バ ラ ンスの とれ た シス テ ムで な けれ ば な らな い。
以下 にCRSの 特 徴 を挙 げ る。
(428) CRS(ComputerReservationSystem)3
(1)ま ず 第 一 に会 話 型 オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム(OnLineReal
TimeSystem)で あ る。
お 客 様 か らの電 話 に よ る会 話 を 行 い な が ら,同 時 に コ ン ピ ュ ー タ と も会
話 を 行 い な が ら,予 約 記 録 を 作 成 して い く こ と が で き る シ ス テ ムで あ る。
す な わ ち,① 入 力 文 字 は通 常5～20行 程 度,② レ ス ポ ン ス タ イ ム(即 答性)
は3秒 以 内 が 原 則,③ コ ン ピ ュ ー タか らの レス ポ ンス(例 希望 した便 が満
席 の場合)を 見 て か ら次 の ア ク シ ョ ン(空 席 待 ちにす るかあ るい は代替便 を プ ロ
テ クシ ョンと して予約す るか)を 決 め る会 話 型 の シ ス テ ムで あ る。
② 第 二 に 旅 客 の 全 旅 程 を 取 り扱 う こ とが で き る シ ス テ ム で あ る。
自社 便 だ け で な く他 社 便 を含 め た 全 旅 程 の 予 約 を,ひ と っ のCRSを 通
じ て 行 う こ と が で き る。 す な わ ち,① 世 界 の 航 空 会 社 約700社 の ス ケ
ジ ュ ー ル を保 持 して い る。 ② 契 約 航 空 会 社 間 で 相 互 に残 席 情 報 を 保 持 して
い る。 ③ 航 空 会 社 間 で 予 約 メ ッ セ ー ジ を送 受 信 で き る シ ス テ ム で あ る。
(3)第 三 に最 先 端 を 行 く シ ス テ ム で あ る。
民 間 企 業 で は オ ン ラ イ ン リア ル タ イ ム シ ス テ ム の始 祖 と も い わ れ,ア メ
リカ ン航 空 の セ ー バ ー((3)SABRE)シ ス テ ム以 来25年 以 上,常 に コ ン ピ ュ ー
タ及 び コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 発 達 と共 に,最 新 の 技 術 が 反 映 さ れ
て い る シ ス テ ム で あ る。
① す な わ ち,大 規 模 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム(例 え ば,数 百ギ ガバ イ ト(数 百
億文字 収納))で あ る。
② 大 量 メ ッ セ ー ジ の 多 重 処 理(Multi-Processing)可 能 な シ ス テ ム(例 数
千 ～数万 台の端末,秒 間数100～1DOOメ ッセ ージ処理可 能)で あ る。
③ 複 数 の 中 央 処 理 装 置CUP(CentralProcessingSystem)を 備 え た シ ス テ
ム(Multi-Processor)(例 システム ダウ ンに対 応で きる数台 を備 えた中央処理
装置(マ ル チプ ロセ ッサ ー化))で あ る。
④ デ ュ プ レ ック ス シ ス テ ム(Duplex-一 一System)(例 フ ァイル,通 信回線 な ど
の二重化 によ るバ ックア ップ可能 な システ ム)で あ る。
⑤ グ ロ ー バ ル ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム ㊥ 」 世 界中 の端末 か らア クセ スが可能
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であ り,且 つ24時 間稼働可能 なシステム)で あ る。
⑥ 各 航 空 会 社 のCRSや 旅 行 代 理 店 な ど とオ ンライ ン接 続 した シ ステ ム
で あ る。,
1.3基 本 的 な機 能
現 在,世 界 の主要 航 空 会 社 はすべ てCRSを 採 用 して い るがsコ ン ピュー タ
システ ム,通 信 シス テ ム と もに,各 航 空 会 社 の基 本 的機 能 は世 界共 通 で あ るの
が,大 きな特 徴 で あ る。
こ こで は・CRSに は どの よ うな機 能 が あ るか,具 体 例 を い くつか挙 げて み る
こ ととす る。
(1}ス ケジュール照会 ・案内
まず,旅 客 は航 空 会 社 の予 約 セ ン ター,営 業 所,旅 行 代 理店 に電 話 な どで,
希 望 の 目的地 へ希 望 の 日の希 望 の時間 帯 に どん な便 が あ るか な どを問 い合 わせ
す る。 電 話 を受 けた オペ レー ター は端 末機 に ス ケ ジ ュー ル照 会 ,残 席 照 会 な ど
必 要 な情 報 を入 力 す る。 中 央 にあ る コ ン ピュー タが それ に こたえ て 回答情 報 を
CRTデ ィス プ レイ上 に表 示 す る。 この表示 に従 って,オ ペ レー ター が必 要 な情
報 を旅 客 に回答 す る。 コ ン ピュ ー タに よ って 自動化 で きる照 会 件 数 は約95%以
上 で残 りは オ ペ レー ターが マ ニ ュ アル な どで調 べ た り して 回答 す る こ とに な ろ
う。
ス ケ ジュ ール照会 で は,便 は 自社便 だ けで な く,全 世 界 の航 空会 社 約720社
の定期 便 につ いて も問 い合 わせ,予 約 が 可能 で あ る。 また,直 行 便 だ けで な く
乗 り継 ぎ便 の スケ ジ ュール も検索 で きる。 更 に,接 続 に必 要 な時 間 も自動 的 に
チ ェ ック して くれ る(図 表1)。
(2)残 席照会(AVAILABILITY)
200万 種類 もの発 着地 点 の便 のな かで,希 望 の便 が あ れば,そ の便,ク ラス
(フ ァース トクラス,ビ ジネスクラス,エ コノ ミークラス)に どの く らい残 席(空 席情
報)が あ るか 問 い合 わ せ で き る。また,契 約 他 社 便 の残 席 状 態 を確 認 で きる(図
表2)。
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図表1東 京一 ロン ドン間 スケ ジ ュール例
鰻 で 便名 発着時間 曜日 発着地1旛 クラス機種 漏

























































































(注)NHは 全 日空,SUは アェロフロー ト,VSは バージン航空,BAは 英国航空,JLは 日本航
空,NRTは 成田,LHRは ロンドン・ヒスm,LGWは ロンドン・ガー トウィック空港を
表す。
出所:AXESS国 際線予約基礎P・11を 修正。
(3)予 約記録(PassengerNameRecord通 称PNR)の 作成 と変 更,取 消
希 望 の便 に 残 席(フ ァー ス トク ラス,ビ ジネス ク ラス,エ コノ ミー クラス)が あ れ
ば,予 約 の 申 し込 み(ブ ッキ ング)が で き る。 この と き,旅 程 の 情 報 と,旅 客 の
情 報(氏 名,年 令,連 絡先 な ど)を 包 含 した 形 で 予 約 記 録 が 作 成 さ れ る。 こ の記 録
(PNR)は,予 約 便 が 出発 す る ま で 何 時 で も呼 び だ す こ と が で き,予 約 便 や 旅 程
の 変 更 や 取 り消 しを 行 う こ とが で き る(図 表3)。
以 上 の う ち予 約 記 録 は,た と え 予 約 が 取 り消 さ れ て い て もい っ で も呼 び 出 す
(リ トリー ブ)こ とが で き,各 種 の 変 更(予 約 便 の変 更 や旅 程 の変 更)や 取 り消 し も
で き る。 ま た 当 日を 含 め,過 去 一 ケ月 前 ま で の 自社 便 の 搭 乗 者 に っ い て は確 認
が 可 能 で あ る。
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図表26月25日 東京一 ロン ドンの残 席照 会例
発着地 日 発着時間 便名 機種 う尚薮 クラス別空席情報



































(注)AMSは ア ム ス テ ル ダ ム,ARNは ス ト ッ ク ホ ル ム 空 港 ,KLはKLMオ ラ ン ダ航 空,SK
は ス カ ン ジ ナ ビ ア 航 空,BDは ブ リテ ィ ッ シ ュ ミ ッ ド ラ ン ド航 空
,F,PはFirstClassを 表
す 。
出 所AXESS国 際 線 予約 基 礎p.19を 修 正 。
図表3ブ ッキ ング(Booking)例
































































































(注)USはUSエ ア ー,ORDは シ カ ゴ,オ ヘ ア ー 空 港,PHLは フ ・ ラ デ ル フ ・ ア空 港 ・CLTは
シ ャ ー ロ ッ ト空 港,CAEは コ ロ ン ビ ア 空 港,BWIは ボ ル チ モ ア ー 空 港DCAは ワ シ ン ト
ン ・ナ シ ョナ ル 空 港,IDAは ワ シ ン ト ン ・ダ ラ ス空 港 を 表 す 。
出 所:旅 行 代 理 店JTS提 供PNRを 修 正 。
(4)事 前座席指定など特別手配
喫煙 席(NonSmokingSeat)か 禁 煙 席 か,あ るい は窓 際 席(Windowside)か
通路 側 か な どの座 席要 望 や,特 別食(SpecialMeai菜 食 乳幼児食など)や 車 椅




(5)空 席待 ち(ウ エー テ ィ ング リス ト)
希 望 す る便 が 満 席 の 場 合 に は 空 席 待 ち(ウ ェーテ ィング リス ト)を 申 し込 む こ
とが 出 来 る。
ま た,第 二,第 三 候 補 の 便 も申 し込 め る。 ま た,残 席 状 況 を 保 持 して い な い
他 社 便 の 予 約 申 し込 み も受 け付 け られ,当 該 航 空 会 社 あ て に 自動 的 に リ ク エ ス
トメ ッセ ー ジ が 発 信 さ れ,後 刻 自動 的 に そ の 回 答 が予 約 申 し込 み 受 付 担 当 航 空
会 社 に連 絡 さ れ る(図 表5)。




HL(HaveListed)を 表 す 。
⑥ ホテル予約
世 界各 国 の主要 ホテ ル と提 携 関係 が あれ ば,そ の ホ テ ルの室 数 と空 室情 報,
料金,宴 会場 食堂,プ ール,ア ス レチ ック,店 舗 な どす べ て の施設 の案 内 が
で き る し7予 約 す る ことが 出来 る。 予 約 は 日数 の他,ホ テルの等 級,場 所,シ
ング ルか ダブル か な どの ル ー ム タイ プ,希 望 料金(rate)な ど も指 定 出来 る(図
表6)。
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図 表6ホ テ ル の 予 約 状 況
都 市名(香 港)一 度 に
ホ テ ル 名 期 間(5 .29-30)通 貨 コー ド 予約 可 能
↓一 ↓一一一 一 一 ↓ 一 ↓ ↓部 屋 数 一 ↓
HTLSHKG-HKG29MAY-30MAYHKGFS/DL
↓ホ テ ル種 類




3MIRAMAR-EXTVE-一 一上 級 ホ テ ル
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と ゾ ー ンDeposit特 記 事 項
一一一一 ↓一 ↓
czTsBAPOFACTs



























空 席 情 報 ク ラス別 の料金
Xク ラ スA(オ ー プ ン)
LD(Luxurious,Downtown}
出所:日 本航空 「1ALCOM一 皿国際線予約」 よ り作成。
σ)旅 行情報サービス
航 空機や ホテルの予約だ けでな くレンタカーやその他の地上交通手段(列 車
など),劇 場,音 楽会,ツ アーの申 し込 みがで きる。 また,各 国の通貨,税 関規
則 や天候,レ ス トランの ほか,主 要都市 の観光案内,歴 史的遺跡y美 術館 博
物館 スポー ツ,劇 場 な どその都市で楽 しく観光す るための情報 も得 られ る。
⑧ 運賃照会 ・計算
世界上 に またが るほ とん どの種類 の運賃計算 が可能 とな ろ うが,全 体 の数
パーセ ン トは非常 に複雑 な コースのために手作業 として残 って いる。
指定区間の運賃の照会や,複 数区間 にわた る旅程 の 自動的 に運賃計算 を行 わ
せる ことが出来 る。特 に,海 外 ではアペ ックスや団体運賃,夫 婦割引 き運賃 な
ど条件 によ り多 くの割引 き運賃が あるので,一 定 の条件下 で最 も安 い運賃 を自
動計算 して くれ る。
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(9)航 空券の発行とセールスレポー トの出力
予 約 端 末機 に 自動 発券 機 が接続 され て いれ ば,発 券 指 示 を行 うこ とに よ り,
自動 的 に航 空券 を作 成,発 券 す る と と もに,後 刻,自 動 集 計 され た航 空 券売 上
表(セ ールスレポー ト)を 出 力 で きる。ま た,支 払 い は ク レジ ッ トカー ドによ る支
払 い も可 能 で あ る。
㈹ 団体旅行の予約
ア イ ル,ル ッ ク,セ ンチ ュ リー,ホ リデ ーな ど旅 行代 理 店 の各 種 パ ッケ ー ジ
ッアー案 内(ス ケジュール,ツ アーの行 き先,観 光プログラへ 期間,価 格 使用航空
会社や残席照会)と 申 し込 み が 出来 る。
㈲ 空港発着情報の提供
空 港 にお け る自社 便 お よ び受 託 航空 会 社 の当 日の発 着状 況 の確 認 が可 能 で あ
る。
㈱ 保険業務
旅 行 関係 の保 険案 内。 死亡,障 害,入 院,介 護 者 費 用,手 荷 物,第 三 者 賠償
な ど各 保 険会 社 は多 くの保 険 商品 を出 して い るが,そ れ らを料 金 と と もに案 内
し,申 込 み もで き る。
㈹1)PS(旅 行関係書類作成)
旅 券 及 び ビザ の申請 書 類 を作 成 す る。 申請書 類 は旅 客及 び代 理 店 に とってか
な り煩 わ しい もので あ ったがCRSに よ りそ の面倒 さか ら開放 され た。
X147代 理店のバ ックオフィス機能
代 理 店 の発 券 記録 の管理,発 券 伝票 の作成,航 空 会社 へ の販売報 告書 並 びに
販売 手 数 料 の請 求書 の作 成,払 戻 請求 書,そ の他 収 入 金 関係 の書 類 の作成 な ど
代 理店 バ ックオ フ ィス業務 を肩代 わ りす る。
2米 国CRSの 変 遷
ここで,世 界各国 の主要航空会社 におけ る予約 システムの発展課程を概観 し
てみ る。CRSの 発展段階 は大 き くわけると3段 階 になろ う。
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2.1自 社 業 務 の効 率 化
2.1.1予 約 システム開発の時代
1950年 代後 半,日 本 で はパ ラメ トロ ンの電 子 計算 機 が 開発 され て いた時 代
,
ア メ リカで は既 に ア メ リカ ン航 空 な どの航空 会 社 が コ ン ピュー タを使 って
,オ
ンライ ン予 約 シス テムの 開発 を行 な って いた。
1953年 最 初 に実 用 化 され予 約 シ ステ ム と して は,ア メ リカ ン航 空 の シ ステ ム
が あ る。 この シス テ ム(MagnetronicReservisorSystem)を リア ル タイ ム システ
ム とい う面 か らみ る と,そ の処 理 機 能,能 力(予 約期間12日,端 末設置数,収 容予
約人数1・000席 など)に お いて ま だ ま だ本 格 的 な シ ス テ ム と は いえ な い水 準 で
あ った。
しか しな が ら,1958年 に な る と,イ ー ス タ ン航 空 が 収 容 人 数 約80 ,000席 の
フ ァイル と600近 い端 末 を備 え た システ ムを完 成 させ た。 この シス テ ム はユ ニ
パ ック の 汎 用 コ ン ピュ ー タニ 台 を備 え
,単 に リア ル タ イ ム処 理 だ けで な く,









ア メ リ カ ン航 空MagnetronicReservis{〕rSystem
パ ンアメ リカ ン航 空









出所:藤 出 献P・108よ り作成。
そ の後,空 港 にお け る トラ ッ ヒ ィック コ ン トロー ル システ ムや キ ャ ピタル航
空}ノ ー ス ウエ ス ト航 空,ス カ ンジナ ビア航 空 な どの予 約 シス テ ムが相 次 いで
実用 化 され た。
これ に対 し,1959年 に ア メ リカ ン航 空 は後 に通 称 セ ーバ ー とい われ る リア ル
タイ ム予約 シ ステ ムの開 発 をIBMに 依 頼 した。
一 方,イ ー ス タ ン航 空 もUNIVACの 協 力 を得 て,1962年 に大型 リア ル タイ
ム コ ン ピュー タを使 用 した大 規模 な座 席 予約 シ ステ ムを開 発 した
。
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更 に,ブ リテ ッ シ ュ ユ ー ロ ピ ア ン航 空,イ ー ス タ ン航 空,パ ンア メ リカ ン航
空 な ど も1960年 代 に な り,自 社 の 座 席 予 約 や 他 社 便 予 約 の た め メ ッ セ ー ジ交
換 を 中 心 に した 予 約 業 務 の効 率 化 と顧 客 サ ー ビ ス の 向 上 を 目的 と した オ ン ラ イ
ン リア ル タ イ ム シ ス テ ム の 開 発 に着 手 した(図 表8参 照)。








ユ ナ イ テ ッ ド航 空
イ ー ス タ ン航 空
パ ンア メ リカ ン航 空
ア メ リカ ン航 空
ブ リテ ィ ッ シ ュ
ユ ー ロ ピア ン航 空
デル タ航空
ル フ トハ ンザ ドイ ツ航 空
スカ ンジナ ビア航空
トラ ンス ワール ド航 空
英 国海外航 空
スイ ス航 空
コ ンチ ネ ンタル航空
INSTAMATIC(イ ンス タマ テ ック)
PANAMAC(パ ナ マ ッ ク)
SABRE(セ ー バ ー)
BECOM(ビ ー コ ム)
DATAS(デ ー タ ス)
BOADICEA(ボ ー デ シ ア)

















出所=藤 田 献、 日本航空社史、およびIATADATAPROCESSINGCOMMITEE資 料 より作成。
ま た,1961年 に は ユ ナ イ テ ッ ド航 空 が57億 円 余 を投 じて"イ ンス タマ テ ッ
ク"を,続 い て1964年 に は パ ン ア メ リカ ン航 空 が90億 円 と10年 近 い 歳 月 を 投
じて ・パ ナ マ ッ ク"を,ア メ リカ ン航 空 が"セ ー一バ ー"を,さ ら に ブ リテ ィ ッ
シ ュユ ー ロ ピ ア ン航 空 が"ビ ー コ ム"を 稼 働 させ た。
1960年 代 後 半 に な る と,競 争 の 激 化 と需 要 増 に 伴 う業 務 量 の 増 加 に 備 え て,
各 社 と も予 約,空 港,運 航,整 備 な ど総 合 情 報 シ ス テ ム の 確 立 に着 手 した。
」
2.1.2総 合 システムの確立
ジ ャ ンボ ジ ェ ッ トが 就 航 した時 代 の1970年 代 は航 空 会 社 が 自社 業 務 の効 率
化 の た め,総 合 オ ンライ ンシステ ム を確 立 した時代 で あ った。
この時 代 の シ ステ ム は次 の よ うな特 徴 を もって いた。
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(1)第 一 に適 用業 務 が,極 め て多 岐 にわ た って い る こ とが あげ られ る
。
例 えば,座 席 予 約 シス テムか ら始 ま って,航 空 運 賃 の計 算,航 空 券 の発
ノづ
任 チ ェ ック イ ン(搭 乗)シ ス テ ム,デ パ ー チ ャ ー(出 発便)コ ン トロ ー ル
,
貨 物 便 の コ ン トロ ー ル,フ ラ イ トの ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,ク ル ー(運 航乗 員)
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,キ ャ ビ ン ク ル ー(客 室 乗員)ス ケ ジ ュ ー リ ング
,収 入 計
くの
算,IMSを 使 った機材,部 品 の在 庫 管理,事 務計 算 ,技 術 計 算 か ら販 売
分 析}需 要 予 測,財 務 計 画,経 営 計 画,な ど経 営管 理 ,経 営 計 画,意 志 決
定 分野 の分 野 に いた るまで,コ ン ピュー タ化 の対 象 分野 が極 めて広 い範 囲
にわ た るよ うにな った。
(2)第 二 に ア メ リカ ン航 空 は1時 間 当 た り約50 ,000件 の最 大 処 理 能 力 を も
くの
っPARS(パ ーズ)と 名 づ け られ た新 しい シス テ ムをIBMと 共 同開 発 し
た。
この ア プ リケ ー シ ョンプ ロ グ ラムを基 に して,各 航 空 会 社(図 表9参 照)
はPARS-D(パ ーズ ドメス),IPARS(ア イ ・パーズ),MAXIPARS(マ ック
ス'ア イパーズ)な どに代 表 され る よ うな,か な りに高度 で汎用 的 な ア プ リ
ケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジを完 成 した こ とで あ る。
MAXIPARSは,当 初,IBMが ア メ リカ ン航 空用 に 開発 した国 内線 用 予 約
シ ステ ムPARS-Dを ベ ー スに,英 国 航 空 がIBM社 と協 力 して 国際 仕 様 に










オ ラ ンダ航 空
日本航 空
イース タ ン航空
ア メ リカ ン航空




ステム名 ソ フ ト名 CPU
(コ IPARS IBM
H(ジ ヤ コ ム ツ ー) IPARS IBM
ACP4 IBM
(セ ー バ ー一) SABRE-2 IBM
PARS IBM
A(ボ ーデ シア) MAXIPARS IBM
ACP4 IBM
資料:IATAI)ATAPROCESSINGCOMMITEE,コ ンビa‐ 夕白書などにより作成。
(3)第 三 は上 記 の 特 徴 と も関 連 す る こ と もあ る が,プ ロ グ ラ ム が 汎 用 化 さ れ
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た こ とか ら,こ の シ ス テ ムを全 世 界 の30余 の ユ ーザ ーで使 われ る よ うに
(s)
な った ことで あ る。
(4)第 四 にCRSが 全 世 界 の400以 上 の都 市 と空 港 を結 ん だ極 め て大 規 模 な
ネ ッ トワー ク シ ステ ムで あ る上,シ ス テ ムの安 全性,バ ック ア ップ対 策,
24時 間稼 働 な どの 点 で 民 間 企 業 の コ ンピ ュー タシ ス テ ム と して は最 も優
れ た オ ンライ ンシステ ムで あ る。
2.1.3業 界共同システム化の試み
1970年 代,世 界 の航 空 会社 はそ れぞ れ 自社 業 務 の効率 化 の た め,自 社 専 用 の
CRSを 開発 し,自 社 の支 店,営 業所 お よ び旅 行 代 理店 に そ の端末 を設 置 して き
た。 しか し専 用 シス テム とい って も,自 社 便 の み に限 って予 約 す るだ けで は不
十 分 で あ る。 旅客 の希望 が あれ ば他 社 の乗 継 ぎ便 な ど も取 り扱 え な けれ ば な ら
な い。 そ こで,各 社 は他社 便 の フライ ト ・スケ ジ ュール と予 約状 況 を交換 し,
自社 の予 約 システ ム に取 り入 れ,か つ 予約 受 付 も出来 る よ う規 格 通信 文(図 表
1。参照)や 手継 を標続 した.こ の方式。こよ り乗 り継 ぎ便 の予約 も出発地 で
可 能 とな り,旅 客 サ ー ビス上,大 変便 利 にな った。
図表10CX(キ ャセ イパ シフ ィ ック)航 空宛 の予約 テ レタ イプメ ッセー ジ例
優先 都市 組織 航 空













日本航空の端末でキ ャセイ714便 香港 一





(注)CXは キ ャ セ イ航 空,HKGは 香 港,BKKは バ ン コ ッ ク を 表 す 。
出 所 柳 川 英 賢 「ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」'82Vo119NollP・128お よ び
「JALCOM-1皿 国 際 線 予 約 」 資 料 よ り作 成 。
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また,1960年 代 中 頃 か ら,と くに米 国国 内 で は各 航 空 会 社別 に開 発 して きた
CRSを 統 一 してDOARら やCOMMONSYSTEMな ど共 同 シス テ ム化 しよ
う とい う試 み が な され た(図 表11参 照)。
図表11業 界共同システム
シ ス テ ム 名
1966年DOARS(DomcsticOfficialAirlineReservation)シ ス テ ム
1970年ATARS(AutomatedTravellingAgencyReservation)
シ ス テ ム





一 方,大 企 業 が存 在 しな い旅 行 業 界 は,巨 額 の投 資 を必 要 とす る予 約 シス テ
ムの開発 は は じめ か ら無理 だ った ことか ら,業 界 の共 同 シス テ ムATARSの 開
発 を各 航 空会 社 に提案 した。
しか しなが ら,こ れ らの構想 も独 禁法 の疑 いや ユ ナ イ テ ッ ド航 空,ア メ リカ
ン航 空 な どの反対 に よ って実 現 で きなか った。
2.2戦 略情 報 システ ム構 築 の背 景
2.2.1規 制緩和の影響
共 同 システ ムの構 想 が 失敗 に終 わ った結 果,ア メ リカ ン航 空 や ユ ナイ テ ッ ド
航 空 の大 手 航 空 会 社 は1976年 自社 の販 売 効 率 化 の た め,そ の端 末 を旅 行 代 理
店 に販 売 し始 め た。
当時 ア メ リカで は,運 輸 省民 間航 空局(CivilAviationBureau ,=通称CAB)が 日
本 と同様 路 線 の割 り振 り,運 賃,サ ー ビスの一一律 化 を実施 し}航 空 業 界 は共存
共 栄 を計 って いたが,1978年 に な り,カ ー ター政 権 は国 内,国 際航 空 業 にお け
る規 制 緩 和 を蹴 新航 空 政 策(・penSkyP。(8)licy)を 実 施 した.こ の政策 によ
り洛 種 の健 留鱒 入 され,路 編 舳 イヒされた繰 ,1978年36社 であ った
航 空 会 社 が新 規 参 入 の結 果1984年 に は123社 とな り,航 空 会 社 間 の 激烈 な競
争 を招 くこと とな った(図 表12参 照)。
(41fi) CRS(ComputerReservationSystem)15
図表12米 国定期航空会社の数
1978年 1981年 1982年 1983年 1984年
36社 68社 93社 98社 123社
　
出所:ル イ ス ・ジャpレ ッ トp.72を 修 正,原 典=AirlineEconomics,Inc.
規 制 緩 和 以 前 は,航 空 会 社 は,そ の 事 業 内 容 に よ り幹 線 航 空 会 祉 ロ ー カ ル
(io)
航 空会 桂 貨 物 専 門航 空 会 社』 チ ャー ター航 空会 社 とい う分類 に よ って営 業 し
て い たが,規 制緩 和 以 降 は こ う した分 類 に と られ る こ とな く,航 空 運 送 業務 を
営 む こ とが可 能 にな った。
この た め,各 航 空 会社 はそ の路 線 構 造 を徹 底 的 に再編 成 し,劇 的 まで に新 し
い価 格 を設 定 し,保 有 機材 の調 整 を図 り,さ らにCRSや 常 顧 客優 遇 制度(Fre-
quentflierpr。(ligram))を 含 む新 しい競争 手 段 を開 発 し,ま た吸収 ・合併 力桁 な わ
(12)
れ て い った(図 表13)。
図表13米 国航 空業界 買収 によ る系列化一
買収 した企業
テキサ ス航空
ア メ リカ ン航 空
デル タ航 空














コ ンチ ネ ン タル航 空
イ ー ス タ ン航 空(1991年1月 運 航 停 止)
ピー プ ル ・エ キ ス プ レス
ニ ュ ー ヨ ー ク航 空
エ ァ ー ・カ ル フ ォ ル ニ ア
ウ エ ス タ ー ン航 空
リパ ブ リッ ク航 空
ヒュ ー ズ ・エ ア ー ウ エ ス ト
PSA
篇 塵航空 」
(注)買 収 されて も,企 業名 の変更 は行 なわず,そ のまま営業を継続 している企業が多い。
出所;坂 本昭雄,ル イス ・ジャロ レッ ト(原 典;AmericanAvitationEconomist)P・52,手 島
尚資料 を もとに作成。
規 制 緩 和 は,ア メ リ カ の 航 空 会 社 の 路 線 構 造 と サ ー ビ ス 形 態 に 大 き な 変 化 を
く　ヨ　
もた ら した。な かで も,最 も劇 的 な変化 は大 都市 間 を結 ぶ幹 線(HUBハ ブ)と 大
都 市 と地 方 都 市 間 を結 ぶ 支線(SPOKEス ポーク)の 運 航 が増 加 した ことで あ る。




アメ リカ ン航 空
コ ンチ ネ ンタル航空①
デル タ航空
イー ス タ ン航 空
ノー ス ウエ ス ト航空 ②
パ ンアメ リカ ン航空③
トランス ワール ド航空
ユ ナイテ ッ ド航 空
USエ アー




1983年 にお け る
の主 要ハ ブ都市
ダ ラ ス=フ ォ ー ト ワ ー ス
ヒ ュ ー ス ト ン
ア ト ラ ン タ
ア ト ラ ン タ
ミ ネ ア ポ リ ス 竺セ ン ト ポ ー ル
ニ ュ ー ヨ ー ク
セ ン ト ル イ ス
シ カ ゴ
ピ ッ ツ バ ー グ
















1978年 の 数 値 は コ ン チ ネ ン タ ル 航 空 と テ キ サ ス ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 航 空 の 運 航 率 合
ノ ー ス ウ エ ス ト航 空 は,1978年 の 第2四 半 期 に ス ト ラ イ キ が あ っ た た め
,1978年,83年 と も第
1四 半 期 の デ ー タ を 基 礎 に して 処 理 した 数 値 。
③1978年 は ナ シ ョ ナ ル 航 空 と パ ン ・ア メ リカ ン航 空 の 運 航 率 合 計
出 所lDanielM.Kasper,p.31を 修 正 。
図表14は,規 制 緩 和後 の最 初 の5年 間 にお け るハ ブ化 の進 展 を示 して い る。'
ハ ブ化 とはy旅 客 が ハ ブ空 港 にお い て,最 小 限 の遅 延 で 都合 よ く接 続 便 に移
動 で き るよ うにす る,路 線 の中 間 に位 置 す る接 続 地 点,す な わ ちハ ブを経 由 し
て,航 空 会社 は多 くの地 点 か ら旅 客 を輸 送 す る こ とに よ り,旅 客 を様 々 な出発
地 や 目的地 に結 び付 け る ことがで きる。 そ れ ゆえ,1便 当 た りの平 均 旅 客数 な
らび に収 入 だ けで な くyサ ー ビスを提供 す る都 市 の組 合 わ せ数 も増 や す こ とが
可能 とな る(図 表15)。
図 表16-1は,デ ル タ航 空 の路 線 図(フ ライ トチャー ト)で ,ハ ブを経 由 して最
終 目的地 に移動 す る便 の接 続 が 例示 され て い る。
市 場 参 入 お よ び路線 選 択 に対 す る政 府規 制 が排 除 され た こ とに よ り,ハ ブ ・
ア ン ド ・ス ポー ク運 航 の経 済性 が重 視 され,そ の運 航 を支 え るの に十 分 な輸 送
















































ハ ブの効 果 を促 進 す るた め,各 航 空 会 社 は既 存 の ハ ブ以外 か らの便 数 を増 加
させ た り,新 しいハ ブを設 置 した り,他 の航 空 会 社 を そ の既 存 の ハ ブ ・ア ン
ド.ス ポ ー ク運 航 ごとに買 収 した。 ま た,大 手航 空 会 社 の ハ ブに発 着 し}小 規
模 路 線 サ ー ビスす る リー ジ ョナ ル纏 を系 列 化(縦 の系列化)す るよ う}こな っ
た。図 表17に 示 され るよ うに,そ の結 果 は全 行程 を同一 の航 空会 社 を利 用 して
(オ ンライン)飛 行 す る航 空 旅 客比 率 の増加 とな って現 れて い る。それ に伴 い,複
数 の航空 会 社 を乗 り継 ぐ旅 行 者 比 率 は減 少 して きて い る。
図表17国 内定期サー ビスにおける複数航空会社乗 り継 ぎ率の減少(単 位 二%)
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DanielM.Kasper(ダ ニ エ ル ・キ ャ ス パ ー),p.35を 修 正 。
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2.2.2代 理店への端末の展開
規制緩和 は航空業界 に厳 しい競争 を引 き起 こしたが,大 手航空会社 はこれ に
対抗す るため,運 賃を値下 げ した り,運 賃の多様化を図 った。例 えば,早 くか
ら航空券 を購入 して くれ る旅客 には運賃 を安 くし,1週 間以 内の ビジネス客 に
は高 く,当 日の出発の旅客 に はうん と安 くす るな ど同0路 線
,同 一 時間帯,同
一 クラスで あって も複数 の異 なる運賃が存在 す るケースが増加 した
。
このよ うな運賃の体系,条 件の急激 な増加 と変化 は航空会社 のマーケティ ン
グを非常 に複雑 な ものに した。航空券 の販売 など流通 チ ャネルにお いて旅行代
理店 の重要度が高 ま って きたのは,そ の一つの結果で ある。
当時の ア メ リカで は,全 航空券 の30%が 旅行 代理 店 を通 じて販売 され てい
た。アメ リカにおける旅行代理店 は,日 本 における市場構造(図 表18参 照)と 異
な り・規模 の小 さな代理店が多 く,航 空会社 にとって,航 空会社の営業支店や
空港での直接販売比率 が高 く(三 分の二が直接販売)マ ーケテ ィング ・チ ャネル
であ る旅行代理店 の販売比率 は低 か った。












(観 光旅 客70%) 顧客 (業 務旅 客30%)
出所:梅 沢資料を参考にして作成。
一方,旅 行代理店 は規制緩和 に始 ま った厳 しい競争 のなかで,生 き残 る戦略
と して・予約 ・発券 のための共同 システムを各航空会社 に提案 して いたが,航
空券 は航空会社 がその7割 を販売 して いたため,殆 どの航空会社 は残 りの3割
(410)
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1優 位企 業 が,そ れ ぞれ独 自のネ ッ
トワー クを展 開 し,取 引先(旅 行
代理店)は 相 手数 だ けの端 末 を設
置 しなければ な らな くな る。
2各 種 プロ トコルな どの標準化 が ど




ネ ッ トワークサ ー ビスを行 な う企
業 を介在 させて,プ ロ トコル変 換
コー ド変 換 な どを行 な う。
ネ ッ トワー クの活 用 をはか るため
ビジネ スプ ロ トコルや予約業務 の
標 準化 が進 む。
開発 費用 の削 減 や回線 使用料 の低
減 の ため優 位企業 の ネ ッ トワー ク
を競合他社 が利 用す る。
1業 界全 体,複 数 グル ープ(欧 州英
国航 空系,フ ラ ンス航空 系)間 に
お いて,共 同情報 シス テムが構築
され る。
2同 一 業界 で は取 引 先形 態 が似 か
よ って い るので,汎 用性 の あ るソ
フ トウエ アー(PARSシ ステム)
の利用範 囲 が比 較 的広 くな る。
概 念















































































































の た めの シス テ ム開発 に同意 しな か った。
当時 各航 空 会 社 は業 務 の効 率 化 や省 力 化 の た あ,CRS端 末 を 自社 の支 店,営
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業 所 に展 開 させ て いたが,当 時 の ア メ リカ ン航 空 の営業 担 当だ った ロバ ー ト.
ク ラ ン ドー ル は この3割 の旅 行 者 に対 す るサ ー ビ スを 市場 の ニ ー ズ と捉 え
,
1978年 自社 の端 末 を旅 行 代理 店 に設 置 し,総 合 旅 行 サ ー ビスを始 め た(図 表19
-一第1段 階…)
。
や が て,代 理 店 へ の設 置 台数 が増 え るに つれ て,座 席 予約 と航 空券 購 入 が 旅
行 代 理店 を通 して行 なわれ るよ うにな った。 旅 行 代 理 店 を通 して の売 上 げが増
え るにっ れ,航 空 会 社 が どれ だ け多 くの旅 行 代 理店 を囲 い込 む こ とが で き るか
が競 争 の勝 因 にな った。
こ う して,各 航 空 会 社 は,旅 行 代理 店 へ の販売 を強 化 す るた め に
,CRS端 末
の設 置 を はか る よ うに な った(図 表19一 第2段 階一)
。
2.2.3CRS展 開のメ リッ ト
規 制緩 和 に よ り,運 賃 の種 類 条 件 が 急激 に変 化 した結 果,航 空 会 社 の マ ー
ケ テ ィ ング上,顧 客 の ニ ーズ にあ った航 空 券 を瞬 時 に して 予約 ・発券 す るCR
Sは 重 要 な要 素 に な った が,こ こで は代 理店 へ の展 開 が,航 空会 社 に もた らす
メ リッ トに つ いて,検 証 してみ よ う。
(D流 通 市場 へ の影響 力増 大
運 賃,路 線 の 自由化 は多 くの新規 参 入 を もた ら し,大 手 の航 空 会社 は これ に
対 抗 す るた め に運 賃 の値下 げを断行 した り,同 時 にCRSを 保 有 して い る企 業
はバ イ ア ス表 示 を一層 強化 す るよ うに な った。 バ イ ア ス表 示 と はCRS端 末 の
表 示 を 自社 に有 利 な よ うに表 示 した。
例 え ば,ア メ リカ航 空(AA)の 場 合,CRSの 画 面上 に各 航 空会 社 の フ ライ ト ・
スケ ジュー ル な どを ア ル フ ァベ ッ ト順 に並 べ る ことに決 め た こ とで あ る
。
か りに,旅 行 客 が代 理 店 に ニ ュー ヨー クmス ア ンゼ ル ス間 の予約 を した と
す る と,セ イ バ ー で は,朝 か ら夜 の 便 ま で ア メ リカ ン航 空 の フ ライ トス ケ
ジ ュール の み を最 初 にCRSの 画 面上 に表 示 され る こ とに な る(図 表20参 照)
。
お客 が特 定 の航 空 会社 を指 定 しな い限 り,旅 行 代 理 店 の店 員 は,お 客 の要 望




図表20「7月15日 ニ ュー ヨー ク発 ロスア ンゼ ル ス行午前11時 前後 の便 を検 索」
空 席 情 報 検 索NewYorkLosAngels







1)バ イ アス表示(航 空 会社 の表示 はアル フ ァベ ッ ト順 に表示 され るのでAA便 のみが
表 示 され る こととな る)
クラス別 空席 情報
ライ ンアメ リカ ン
No航 空 便名(数 字 は7席 空席 有)
一 ↓一 ↓ 一 一 ↓
搭乗地 出発時間 食事 乗り継ぎ
賭 地 到箭 間 機材hの有無





































T-一 一一 一 ↑ 一 ・-
P,FはFirstClass定 時 発 着 の 確 率(7は70-?9%)
(注)JFKは ケ ネ デ ィ空 港EWRは ニ … ア ー ク 空 港 ・LAXは ・ ス サ ンゼ ル ス空 港 を 表 す ・
BはBreakfast,LはLunch,RはRefreshment,DはDinnerを 表 す 。
2)ノ ン ・バ イア ス表 示(航 空会 社 の表示 は出発時 間別 に表示 され る)











































(注)MGはMGMグ ラ ン ドエ ア ー,AAIま ア メ リカ ン,UAは ユ ナ イ テ ッ ド・PAは パ ン ア メ リ
カ ン航 空 を,Y,B,M,H,Q,Vは エ コ ノ ミー・ク ラ ス(運 賃 が 異 な る)を 表 す 。
資 料:ア メ リカ ン航 空 提 供 資 料 よ り作 成 。㈹
か も,セ イバ ーで は競 合 他 社 の フ ライ トスケ ジ ュール の表示 を コ ン ピュー タに
組 み込 ん だ ソフ トウエ ア ーで わ ざわ ざ表 示 を遅 らせ,店 員 が ア メ リカ航 空 に着
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目す るよ うに仕 向けたので溶署。
次 に,CRSを 導入 した旅行代理店 の店舗で は比較 的自社便 が選好 され る(ハ
m効 果という)。 つま り,旅 行代理店 は予約業務処理 に要す る時間 を最小 にす
るため,「第一画面」に表示 される航空会社,接 続航空便,航 空会社系列 のホテ
ルや レンタカーなどを利用す ることになる
。
一・方,代 理店 の側 か らすれば,各 航空会社 がそれぞれの端末を代理店 に設置
しよ うとして も設置す る場所 に限度が ある。 もしi各 社 のCRSを 設 置すれば,
端末使用料 はかか る うえ,そ の操作方法が違 うので,そ の一つ一っに習熟す る
のには時間がかか る。
一社 の端末機 を導入すれば
,そ れによ って他社の便 も予約 で きるので,端 末
は一台 あればf分 で ある。従 って,旅 行代理店 は最初 に導入 した端末 を優先 し
て使 うようになる。
さ らに,航 空 会社 の提供 す るソフ ト ・ウェアーにより,予 約 ・発券のみな ら
ず運賃計算 やバ ックオフ ィス業務 も自動化 され,旅 行代理店 の費用 は削減 され
(17)
る こと にな る。
この よ うな メ リッ トの ため}1978年 以 降 ,旅 行代 理 店 のCRS端 末 は急 速 に
普 及 した。
やが て,旅 客 の流 れ はそ の便利 さか ら航 空 会社 か ら代 理 店 へ の シ フ トが行 わ
れ,航 空 会 社 にお け る代理 店 売上 比 率(取 り扱い比率)は1977年 の約56%か ら
1986年 に は約86%を 占め るに至 った。
② マ ー ケテ ィング情 報 の 入手
規 制緩 和 後,早 くか ら航 空 券 を購 入 して くれ る旅 客 に は安 い運 賃,1週 問以
内 の ビジネ ス客 に は高 く,当 日の出発 の旅客 に は うん と安 くす るな ど運 賃 の種
類 が多 様化 した結 果,各 便 毎 の予 約 管理,す な わ ち各 種運 賃 毎 に席 数 を割 当 て,
そ の組 合 せ(プ ロダク ト・ミックス)に よ って便(B747 ,B767,DC7.MD11な ど)当 た
りの収 益 力 をnる(イ ール ド・マネジメ(18)h)こ と鍾 要 に な った。
そ こで,航 空 会 社 はCRSに よ り,他 社 の価 格情 報 や路 線 の予約 状況 をっ か
む事 情 を収 集 し,自 社 の運 賃 設 定 に その情 報 を活 用 した。例 え ば,CRSを 通 し
(406)
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て}ど の旅行代理店が どの航空会社 の どの路線 のどの便(フ ライト)を 予約 して
いるかなど競合他社 の売 れ筋 死 に筋 を分析 し,そ れを もとに競合他社 の ドル
箱路線 に対鞭 を運航 した り,競 合の激 しい路線 は極力安 く逆 に競合の少 な
い蕗線 は高 めに運賃 を設定 して,会 社全体 の収益が上 が るよ うに した。
CRSを 持 た な い航 空 会 社 や 持 って い て も代 理 店 へ の 端 末普 及 台数 がす くな
い航 空 会社 で は まねで きな い ことで あ る。
や が て,CRSの 戦 略性 に気 が つ い た イー ス タ ン航 空(現 テキサス ・エァー)や
デ ル タ航 空 も1981年 にな る とCRS端 末 の代理 店 へ の販売 を ス ター トした。
しか し,大 手 の航 空 会社 が競争 上 優 位 に立 っ た め に,CRSを 濫 用 した ので,
各 方面 か ら不満 が高 ま った。
CAB(CivilAviationBureau)お よび ア メ リカ運 輸 省(USDepartmentof
Transportatio.)は 規 則 の作 成 に取 りかか った が,大 手 航 空 会社 に対 して数 多
くの反 トラス ト法訴訟が起 こされ差19)この結果,綱 で は独 占禁止法や消費者
保 護 の立 場 か ら1984年 に,欧 州 で は1989年 にバ イ ア ス表示 を禁止 す る通達 を
だ鍵 。
これ はCRSを 提 供 す る航 空 会 社 に と って お お きな痛 手 とな ったが,一 方 で
はCRSの 普 及 に はず み をつ け る こ とに もな った。 中小 の航 空 会 社 が 大手 の航
空 会社 のCRSに 参 加 して航 空 券 を販 売 して も らう こ とが 可 能 に な ったた め,
図表21ア メ リカのCRSシ ェアー
i
システム設置旅行 代理店のシス 航空会社のRPM
シ ス テ ム 航空会社 代理店設置の数 テム設置率(%) Sの 市場シェア ー
←
セ ー バ ー一 ア メ リカ ン航 空 io,soo
39.3 13.8
ア ポ ロ ユ ナイ テ ッ ド航 空 7,400
27.4 15.9
シ ス テ ム ワ ン テ キ サ ス エ ア ー 5,000
18.5 19.5
パ ー ズ トラ ンス ワ ー ル ド 3,700 13.?
.,
a
ノ ー ス ウ エ ス ト





麗:黙1灘 ♂ 邑ごt総 書rrey,Unit。dKingd・m),M・ ・ch1987,p.19.
出 所:DanielM.Kasper,p.35.
(4D5)
















































































































































































































































































































































































































































































CRSに 参加 す る航 空 会 社 が 増 え,CRSを 導 入 す る旅 行 代 理 店 も急 増 した もの
で あ る。例 え ば,セ ー バ ー の端 末 は1979年 に1,000台 に 過 ぎ な か っ た の が
1982年 に は6,000台,1985年 に は10,000台 を超 え る にい た った。
図 表21に よ り,1987年 に は旅 行 代 理 店 設 置 数 で 見 た シ ェ ア ー は 当 初 か ら
"業 界van"を 目指 したセ ーバ ー一が39 .3%を トップに ア ポ ロ,シ ステ ム ワ ン,
パ ー ズ,デ ー タ スIIの5大CRSに 集約 され た。
(3)シ ステ ム使 用 料収 入(シ ステム自体の販売利益)
1984年 連 邦 政 府 よ りBIAS禁 止 と引換 え に航 空 会 社 は他 社 の予 約 を取 り扱
う替 わ りに ブ ッキ ング ・フ ィー(予 約手数料)一 件 当 り1ド ル75セ ン トの手 数
料 徴 収 が認 め られ るよ うにな った。 ア メ リカ航空 を例 に と る と,他 社 の予約 を
取 り扱 う替 わ りに一 件 当 り1ド ル75セ ン トの手 数 料 を徴 収 す るよ うに な った
結 果,1984年 度 に は ア メ リカ ン航 空 の収 入 は3億7,000万 ドルの 内1億2,500
万 ドル(約1/3)が 予 約 シス テ ム使 用 によ る収入 とな った。 この収 入 は飛 行機 を
運 航 させ な くて も,確 実 に入 って くる収入 で あ り,今 日生 き残 って い る航 空 会
社 の上 位 に属 す る5つ の グル ー プ は この種 の収 益 を確 保 し,安 定 した経 営 を
行 って い る。
一 方 ,こ の収 益 を確 保 で きな か った航 空 会 社 は次 第 に赤 字 経 営 に追 い込 ま
れ,1984年 に123社 あ った航 空 会社 も,パ ン ・アメ リカ ン航空 会 社 の太平 洋 線
撤 退 を は じめ,有 力 な航 空 会 社 の合 併,買 収,ブ ラニ フ航 空 の倒 産 な どが続 き,






CRSを 自社 で保 有,運 用 す る こ とで生 まれ る競争 優 位 は ま とめ る と,第 一
は,実 際 の予 約 ・発券 段 階 で はCRSを 運 用 して い る航空 会 社 とそ うで な い会
社 とで は確 実 に差 がっ くこ とで あ る。
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示 した もの で あ る。
「7月15日 午 前11時 頃 ニ ュ ー ヨー ク発 ロス ア ンゼ ル ス行 きの便 」と い うお
客 の 要 求 に対 し,バ イ ア ス表 示 の 場 合 は,午 前11時 に最 も近 い ア メ リカ ン
(AA)航 空 の便 の み が最初 の画 面 に表 示 され る
。AA便 の なか で,午 前11時 に
最 も近 い便 は10時30分 発 のAA19便,次 が12時 発AA3便 を代 理店 の店 員 は
お客 にす す め る ことに な る。
一 方 ,ノ ン ・バ イ ア ス表 示 の場 合,11時 出発 に最 も近 いMGグ ラ ン ド ・エ
ア ー便 が画面 の トップに表 示 され る。
当然,MGMグ ラ ン ド ・エ アーの便 が選 好 され る と思 わ れ るが
,必 ず し もそ
うは な らな い。 セ ーバ ー のCRSを 使 った場 合 yセ ーバ ー予 約 可 能 な航 空 会 社
は600社 以上 あ る,こ れ らの会 社 が提 供 す る全 座 席 の うち何 席(通 常4席)を
デ ー タ.ベ ー スに登録 これ を販 売 す る形 を と って い る
。
そ こで,か りに代 理店 のCRSで 予 約 を入 れ た場 合
,ア メ リカ ン航 空 のCRS
経 由 で 予 約 した いMGMグ ラ ン ド ・エ ア ー の 予約 セ ン ター に予 約 情 報 が 伝 送
され,予 約OKか ど うか の返 事 が返 って くる に は24時 間 ぐ らいの 時 間 を必 要
とす る。
と ころが,ア メ リカ ン航 空 の予約 な らその場 で即 座 に予 約 の確 認 がで きる
。
この ため,出 発 時間 が希 望 の時 間 に比 べ ,1時 間程 度 の 差 な ら アメ リカ ン航 空
便 を選 ぶ ケー ス も多 くな る。
バ イ ア ス表示 が禁 止 され た後 の現 在 で も航 空会 社 がCRS端 末 戦 争 を繰 り広
げ て い る狙 いが}こ の こ とか ら明 らか で あ ろ う。
CRSを 自社 で運 用 す る こ とで生 まれ る第 二 の競 争 優 位 は安 定 した予 約 手 数
料 が 得 られ,収 益 向上 に寄 与 す る こ とで あ る。航 空 機 の1座 席 の予 約 の仲 介 を
CRSで 行 な う ことで1 .75ド ル,レ ンタカ ー-1台 当 た り2 .1ド ルがCRSベ ン
ダー であ る航 空会 社 に入 る。セ ーバ ーの場 合 ,1986年 に は約4億9,000万 ドル
(約610億 円)の 収 入,1億9 ,000万 ドル(約240億 円)も の利 益 を あ げて い る。
逆 に・他 社 のCRSを 利 用 して い る航 空会 社 は1座 席 の予 約 ごとに1 .75ド ル
をCRSベ ンダー に支 払 わ な け れば な らな い。
(402)
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この よ うに,バ イ ア ス表 示 が禁 止 さ れて も,CRSは 確実 にCRSを 保有 して
い る航 空会 社 に収 入増 を もた ら し,ま たCRSそ の ものが収 入 源 にな った。
ここで,も う渡 航 空会 社 の競 争 優 位 とはな1こか ・ を蟹 してみ る と・航 空
会 社 の経営 で は座 席 とい う臓 の きか ない商 品 その ものを差 別化 で きな い以
上 畿 争 優 位 に立 つ た めの手 段 は,① 販 売網 ・ 特 に代 理 店 に対 す る影 響 力 を強
め る,② 顧 客(旅 行....:・店,.r)に 対 す る情報 サ ー ビスの強化 ・③ 航 空券 の価 格
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出所;『 日経コンピュー・タ』1988.7.4を 修iF・ 追加。
そ して い ず れ の 点 で も,い か に 旅 行 代 理 店 にCRSを 使 って も ら う か が 決 め
手 に な る。
この た め,CRSベ ン ダ ー で あ る 大 手 航 空 会 社 は,先 を 争 って 端 末 機 能 を強 化
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し・ 旅 行 代 理 店 に と っての利 便性 を 向上 させ よ うと して い る
。
現 在,各CRSベ ンダー は端末 機 能 の強化 に加 え
,代 理店 を獲 得 す る も うひ
っ の手 段(⑤)は 代 理店 支 援 業務 で あ る
。
米 国 の旅行 代 理店 は 日本 とちが って,中 小 規 模 の代理 店 で,情 報 化 の進 展 が
遅 れて い る所 が 多 い・ そ こに対 してCRSベ ンダ ー側 が財 務 ・会 計 を始 め とす
る業 務 支 援 シス テ ムを売 り込 み,そ れ に よ って代 理 店 を 囲 い込 も う と して い
る。CRS端 末 に加 え た オ フ ィス業 務 支援 シス テム を も販 売 す る こ とで
,他 の
CRSに リプ レー スされ に く くな る とい う狙 い もあ る
。
2.2.4規 制緩和が航空会社 に及ぼ したインパク ト
規 制緩 和 以 降 大 手 航 空会 社 は従 来 の路 線 の大 幅 な再編 成(ハ ブ .ア ンド.ス
ポーク)を 行 い,新 た に低価 格 の運 賃 を導 入 し
,路 線 にあ った航 空機 材 を整 備







































1AA(ア メ リカ ン) ◎ ◎ 0




一 『刑 一 　 r r-一 ■一冊「___
2UA(ユ ナ イ テ ッ ド) 0 0 0 ○
「
◎
3US(USエ ア ー) ○ ◎ 0
4TAC(テ キ サ ス エ ア ー) 0 0 0 ○ 0




6NW(ノ ー ス ウ ェ ス ト) 0 0 0 ○




@1難 懲 騨 墜 エアー85%以:,1=記4大CRSで 市場シエアーほぼ1G・%
出 所:AirlineEconomicsInc,資 料 を 修 正 。
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を開発 し,か っ合 併 と買 収(M&A)を 進 めた(図 表25参 照)。
その結 果1987年 中 頃 まで に,ア メ リカ航 空業 界 は重 大 な構 造変 化 と高度 な
集 巾化 を招 いた。 す なわ ち,全 国 的 で か っ ます ます 巨大 な路線 網 を もっ メガ ・
キ ャ リア ー(巨 大航空会社)の 発 展 で あ る。10社 に満 たな い メガ ・キ ャ リアー は
そ れぞ れ,ハ ブか ら出発 す る全 国 規模 の路 線網 を もち,買 収 と企 業成 長 を通 じ
(21)
て ア メ リカ の航 空 業 界 を 支 配 す る よ う に な った 。
ア メ リカ の 航 空 会 社 上 位5社 の 占 め る市 場 シ ェ ア ー は,1978年 の63.5%(ユ
ナ イテ ッ ド航空 アメi)カ ン航空,イ ース タ ン航空TWA,デ ル タ航 空)か ら1985年
に は53.9%(ア メ リカ ン航 空 ユ ナイ テ ッ ド航 空,イ ース タ ン航空・TWA,デ ノレタ航
空)へ と下 降 した がy1987年 に は71.7%(テ キサ スエァー ユナ イテ ッ ド航空 ア
メ リカ ン航 空,デ ル タ航 空 ノース ウェス ト航 空)へ と上 昇 した 。図 表26は,1985年
か ら1987年 まで の間 に生 じた企業 統 合 を例 示 して い る。
図表26ア メ リ力航空会社 のマーケ ッ トシェア
順 位1985年
1.ア メ リカ ン航 空
2.ユ ナ イ テ ッ ド航 空
3.イ ー ス タ ン航 空(旧 テ キ サ ス)
4.ト ラ ン ス ワ ー ル ド航 空
5.デ ル タ航 空
6.パ ン ア メ リカ ン航 空
7.ノ ー ス ウエ ス ト航 空
8.コ ンチ ネ ン タル航 空
9.ピ ー プ ル エ ク ス プ レス航 空
10.リ パ ブ リッ ク航 空
11.ウ エ ス ター ン航 空
12.USエ ア ー
13.ピ ー ドモ ン ト航 空


















テ キ サ ス航 空
ユ ナ イ テ ッ ド航 空
3.ア メ リカ ン航 空
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7.パ ンァ メ リカ ン航 空
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注
(1)以 前 は エ ア ー ラ イ ス ・リザ ー ベ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム(AIRLINESRESERVA -
TIONSYSTEM),最 近 で はCRS(シ ア ー ル エ スCOMPUTERRESERVA
-
TIONSYSTEM)略 してCRSが 一 般 的 で あ る
。




世 界 最 初 の大 が か りな座 席 予約 シ ス テ ム で ,ISM7090を 使 用 し,約1,100の 端 末
を用 い た もの で,約10年 の 年 月 を 費 や して1964年 に サ ー ビ スを 開 始 した
。1時 間
あ た り最 大7,500件 の処 理 能 力 を 持 っ た大 規 模 な オ ン ラ イ ン リア ル タ イ ム予 約 シ
ス テ ムで あ った 。
資 料 藤 井 純 鈴 木 伸 夫 「オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム」 産 業 図 書
,p.76。
(4)IMS(lnformationManagementSystem)はIBMが 開 発 した デ ー タ ・ベ ー ス
で,ト ヨ タ,日 産,東 洋 工 業 な ど大 量 の 部 品 を 抱 え て い る 企 業 で
,こ の ソ フ トを 利
用 して い る。
(5)航 空 会 社 の 予約 シス テ ム は,IBM社 のIPARSと スペ リー社(現 ユ ニ シス)の
USAS(UNIVACSTANDARDAIRLINESYSTEM)に 二 分 さ れ て お り
,
USASが 航 空 会 社 汎 用 シ ス テ ムを め ざ して い る の に対 して
,IPARSは 予 約 だ け の
専 用 シ ス テ ム で あ る。 そ して 専 用 シス テ ム のOS(OperatingSystem)をACP
(AirlineControlProgram)と 呼 ん で い る。PARS(ProgrammedAirlineReser -
vationSystem)の 国 際 線 用 の シ ス テ ム をIPARS(lnternationalProgrammed
AirlineReservationSystem) ,国 内 線 用 の シ ス テ ムをPARSD(Prorammed
AirlineReservationSystemforDomesticuse)と 呼 ん で い る
。
(6)1970年UA(ユ ナ イ テ ッ ド航 空)はUNIVACの 予約 シ ス テ ム の 導 入 に 失 敗
,
1972年IBMのPARSを ベ ー スに したAPOLLO(ア ポ ロ)シ ス テ ム を カ
ッ トオ ー
バ ー した。
そ の 後,TW(ト ラ ン ス ワー ル ド航 空)も メ イ ンフ レー ムをUNIVACか らIBM
へ 変 更 す る な どIBM系 の シ ス テ ム を導 入 す る航 空 会 社 が 増 大 した
。
資 料:各 年 度IATADATAPROCESSINGSYSTEMCOMMITEEな どを 参
照 。
(7)テ レタ イ プ に よ る予 約 電 文 の作 り方 はS世 界 の 航 空 会 社 の集 ま りで あ るIATA
(InternationalAirTransportAssociation ,国 際 航 空 運 送 協 会)お よ びATC
(AirTransportConferenceofAmerica)で 定 め たAIRIMP(ATC/IATARes -
ervationsInterlineMessageProcedures)に 従 う よ うに な っ た
。例 え ば,搭 乗 地
各 空 港 の チ ェ ッ ク イ ン用 機 器 は}空 港 に よ り不 統 一 で あ り,ま た,チ ェ ッ ク イ ン業
務 の 方 法 も画一 的 で は な い。す な わ ち,(1)自 社 の 機 器 を 使 用 す る空 港
,{2)他 社 の 機
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器 を借用 す る空港(3}テ レタイプ コ ピーを使 用 して・マニ ュアル処 理す る空 港(4)
チ ェ ックイ ン業 務 その もの をすべ て他社 に委託 して い る空港 な どが あ る。従 って,
メ ッセー ジの内容 も各空港 の チ ェ ックイ ン業務 の実情 に適 応す るよ う規定 を もう
ける必要 が あ る。標 準化 され た規定 と してIATA(lnternationalAirTransport-
aionAssociation)RecommendedPractice1708な どがあ る。
資料=「 国際線 旅客 の予 約管理 」旅客 予約 セ ンター作成 資料 お よび柳川 参照。
米 国国 内通信 につ いて はARINC(AERONAUTICALRADIOINC)社 が あ
る。 この会社 は米 国 デ ラウ ェアー州法 に基 づいて,1929年 米国 内 の各 航空会 社 の
共 同 出資 で設 立 され た通 信会 社 で,SITAと 同 様 に航空 会社 間 の通 信業 務 の合理
化 と統合 を めざ し,米 国内 に通信 ネ ッ トワー クを提供,定 期航空 会社 や その他 の
航 空事 業 に対 して業務 を提供 す る地撫 線 局を運営 し・ あわせて・ 航 空通信 関係
全般 の調整機 関 とな る ことを 目的 と して いる。
また,国 際通 信 の会社 と して,SITA(SOCIETEINTERNATIONALEDE
TELECOMMUNICATIONSAERONAUTIQUES)が あ る。 この会社 は フラ ンス
のパ リ本部 に置 く国際航空 通信共 同体 の略。1949年 に世界 の航 空 会社間 の通信業
務 の合理 化 と統 合 を 目的 に各航空 会社 が 出資 し創設 され,現 在 約250社 以上 の航
空会社 が加 盟,航 空会 社 間の予約 メ ッセ ー ジな ど はSITAの 通 信 ネ ッ トワー クを
通 じて送受 信 されて い る。 資料:国 際 デ ー タ通 信 につ いて は柳 川参 照。
(8)航 空規制 繍 ・は,国 内的 に1ま低運 賃実 現 とい うか ター政権 が公約 した 目緻
策 の一 っで あ った。 国際的 に は,米 国 の航 空会社 が国 際航空 業界 のなか で相 対的
に地 位 の低 下を きた して い る現状 に鑑 み て,自 由競 争 によ る米 国企 業 の地 位 回復
を狙 い と した。 ちな みに,1947年 にお け る国 際航空 にお けるマ ーケ ッ トシ ェアは
約53%で あ ったが,1978年 には約19%に ダウ ン した。そ こで,政 策 には1)米 国
航空 企業 の競争的地 位 の強化,2)権 益等価 交換 の原則,3)標 準国 際運賃水 準 の設
定,4)米 国企業 につ いて国際線免許 付与 基準 の緩和,5)外 国企業 に対 す る報復 措
置 の強化 を図 るCAB(民 間航空 委 員会)の 権 限拡 大,な どが盛 り込 まれ た。
規制緩和 の 内容 は:
1)革 新 的低運賃 の導入,2)チ ャー ター便 の 自由化,3)定 期輸送 にお ける諸規 則
の撤廃S4)米 国企業 にた いす る差別 的な い し不公正 な競争 方式 の撤 廃,5)複 数 米
国企 業 の指 定,6)直 行路線 の拡大 お よび国 内路線 の結合 強化,7)輸 送貨物 の競争
促 進 と簡素 化,以 上7項 目を挙 げた。
規制緩 和 の賛否 と しては,次 の よ うな論議 が ある。まず賛成論 と して は,次 の も
のが ある。
1)空 運 は成熟 産業 なので,規 制 によ る保護 は一切無 用で あ る。
2)空 運企業 の参入 と退 出,お よび運賃 と賃 率 の決 定 は,受 容 と供給 に支配 され
る市 場原理(Marketforce)に 委 ね るのが好 ま し く,そ れ らへ の政 府 によ る人為
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的介入 は,空 運企業の効率化 にとって,有 害である。
3)受 容の少ない区間の運送 は,小 規模な空運企業がその受容に合 った航空機 で
行なうのが望 ま しい。
反対論 としては,っ ぎのものがある。
1)規 制 は・空運企業の過当競争や独 占排除のためにも行なわれてお り
,そ れは,
必ず しも空運企業の保護のためにだけでな く,利 用者の利益 のために も行 なわ
れている。
2)無 制限な競争 は,大 企業の利益 にのみ奉仕す る
。 すなわち,企 業合同を誘発
し,長 期的には,運 賃や空運企業の従業員 に対 して悪 い結果を もた らす
。
3)小 規模 な空運会社が・特定区間の運送を行な うとい う保証 はな く
,一 方s都 市
側 と して も,既 存 の空運 企業 の退 出 を必 ず しも望ん で いな い
。
4)空 運企業の無制限な参入 と退出はt空 港の運営に支障を来す。
5)航 空機製造会社の新型機 の開発 に支障を来す
。資料:坂 本,p.122。
(9)規 制緩和 後 の3～4年 の間 に実現 した運 賃 の低 下 によ って
,そ れ まで航 空 を不　用
した ことのなか った多 くに ア メ リカ人 が利 用す るよ うにな った
。1978年 に はア メ
リカ人 で航空旅 行 を経験 した者 の比 率 が約50%で あ ったの に対 し
,1984年 まで に
アメ リカ人 の成人 の うち72%が 航空機 を利 用す るまで にな った。 年 間空輸 送人 員
でみ る と,1978年 か ら1986年 の間 に2億7 ,500万 人 か ら4億1,800万 人 まで に
な った。
(10)1978年 の規 制 緩 和以 前 の米 国 にお け る規 制 に基 づ く航 空会 社 類型 は以Fの 通
り。
一貨鷲 会社一蜷 繍
騰 規制 ～}一 　 一 型弊 〃憂1弊ASTATE)
出所;ル イス ・ジャロレット,P・18を 修正
具体 的 に は航空 会社 は次 ペー ジの様 に分 類 されて いた。
(11)髄 顧 客優遇 制度(FrequentFlyersPr・gramあ るいは マイ レー ジ制度)1常
連顧 客優 遇制 度 は飛行 距離 数 と支払 料金 に基 づ いて,割 戻 し金を報 奨 と して旅 客
に 与え る ことによ り,航 空旅 客 の間 に 「ブ ラ ン ド ・ロイヤ リテ ィ(brandl
oyal一
(396) CRS(ComputerReservationSystem)35
ア メ リ カ ン
フ フ ニ・フ
コ ンチ ネ ン タ ル
デ ル タ
イ ー ス タ ン
ナ シ ョナ ル
ノ ー ス ウ エ ス ト
パ ン ・ア メ リカ ン
トラ ンス ・ワ ー ル ド
ユ ナ イ テ ッ ド
ウ エ ス タ ン
ア ロ ハ
エ ア ー ・ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド
ア ル ゲ ニ ー(USエ ア ー)
フ ロ ン テ ア ー
ヒ ュ ー ズ ・エ ア ー ウ エ ス ト
ノ ー ス ・セ ン トラ ル
オ ザ ー ク
ピ ー ドモ ン ト
サ ザ ン
テ キ サ ス ・イ ン タ ー ナ シ ョナ ル
パ シ フ ィ ッ ク ・サ ウ ス ウ エ ス ト
サ ウ ス ウ エ ス ト
ウ イ ー ン航 空
ハ ワ イ ア ン航 空,そ の 他
エ ア リ フ ト ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル
フ ラ イ ン グ ・タ イ ガ ー ・ラ イ ン
シ ー ボ ー ド ・ワ ー ル ド




ty)」 を植 付 け よ うとす るもの であ る。 この制度 は規制 緩和後 の ア メ リカ航空市 場
で きわ めて有 効 なマ ーケ テ ィ ングの手段 で あ る。 日本で も,国 際線 の競争 力の強
化 を狙 いに1993年 秋 か ら日本航空,全 日空が始 めてい る。
(12)吸 収 ・合併 によ る巨大 化(メ ガ化)
下 図 の米 国 の8っ の航 空 会社 のマ ーケ ッ トシェ アーを1986年 第一・四半期 の運
航量 と1986年12カ 月 の全運 航量 に もとつ いて表 示 した ものであ る。1986年 の第
一 四半期 末 に は これ ら8社 は全市 場 の67%を 占めて いた。 以後9カ 月間 に大型 合
併 が あ り,年 末 に は これ ら8社 が 総需 要(有 償 旅 客 マ イ ル)の92%を 占め るに
至 って い る。 テキ サ ス ・エア ー社 のマ ーケ ッ トシェア ーは 子会 社 を含 め る と5.5









マ ー ケ ッ ト シ ェ ア ー
航空会社名
1986年 第1四 半期 1986年 末
テ キ サ ス ・エ ア ー 5.5% 19.5°/a
ユナイテ ッ ド航空 14.5 16.5
アメ リカ ン航空 14.2 13.6
デルタ航空 9.5 11.$
ノ ー ス ウ エ ス ト航 空 6.3 10.0
TWA fi.9 8.3
パ ン ・ア メ リ カ ン航 空 s.7 6.2
USエ ア ー 3.0 s.o
(サ ブ合計) (66。6%) (91.9%)
その他 33.48.1
原 典:AirlineEconomics,K.Taneja,国 際 航 空 輸 送 産 業p、18を 修 正 。
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1986年 にお ける買収 費用 は
ユ ナ イ テ ッ ド航 空,ヒ ル ト ン ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 買 収
デ ル タ航 空,ウ エ ス タ ン航 空 買 収
テ キ・サ ス ・エ ア,イ ・一 ス タ ン航 空 買 収
ノ ー ス ウ エ ス ト航 空,リ パ ブ リ ッ ク航 空 買 収
ノ ー ス ウ エ ス ト航 空,PARS(パ ー ズ)の50%をTWAか ら買 収
テ キ サ ス ・エ ア,ピ ー プ ル ・エ キ ス プ レ ス 買 収








原 典:BusinessWeek,・.・ ル イ ス.ジ ャ ロ レ ッ トp.101。
(13)ハ ブ ・ア ン ド ・ス ポーク(hubandspoke)と は,車 輪の中心 と中心 か ら放 射線
上 に外 輪 に向 けて でた棒 の意味 で あ る。 これ は路 線 の構造 が車 輪 に似 て い る とこ
ろか らそ う名づ け られた ものであ る。 例 え ば,貨 物 専門航 空会社 で あ る フェデ ラ
ル ・エ クス プ レスはメ ンフィスにハ ブを作 り,各 地 か ら貨 物 を全 くメ ンフィスに
集 中 し,そ こで貨物 を 目的地別 に仕分 け した後,そ こか ら目的地 に仕分 け した後,
そ こか ら目的地 に向 けた航 空機 にそ れを搭 載 し,運 送 す る。 メ ンフ ィスにお け る
集中 は真夜 中 に行 な うか ら,そ の 日の午後 特定 の時間 まで に集 め られ た貨 物 は次
の 日の特定 の時 間 まで に 囲的地 に配達 され る。 フェデ ラル ・エ クス プ レス は この
方 法 で大変 な成 功 を収 め た。 資料:坂 本p.123。













ピ ッ ツ バ ー グ
セ ン トル イ ス
ソ ル ト レ イ ク シ テ ィ
ミネ ア ポ リ ス
ヒ ュ ー ス ト ン
ダ ラ ス
デ トロ イ ト
ナ ッ シ ュ ビ ル
ア ト ラ ン タ
シ カ ゴ












(14)規 制 緩 和 後 は,収 入 規 模 に もとつ い て,ア メ リカ の 航 空 会 社 を メ ジ ャ ー,ナ シ ョ
ナ ル に,ラ ー ジ ・リー ジ ョナ ル,ミ デ ィ ア ム ・ リー ジ ョナ ル の4つ に分 類 して い
る。




ア メ リカ ン航 空 の場 合,ア ル フ ァベ ッ ト順 にな らべ る ことに よ り他社 を意 図 的
に差別 す る表 示方法(バ イア ス表示)は 独 禁法 によ って是正 され,現 在CRS画 面
上 で は各社 の フライ トスケ ジュール は出発順(タ イムテー ブル順)に 並 べ られ る
よ うにな った。
資料:鈴 木 弘幸 「実 践SIS入 門 企業 と情報 戦略」 工業調 査会p.51。
日本航空 の場 合,デ ィスプ レイの順 序 は 自社 直行 便,自 社便 を利 用 した乗 り継
ぎ便,他 社 直行 便 とな ってお り,自 社便 の優先 販売 の方針(FLYJAL)が 貫 か れ
て い る(下 図参 照)。
図表 日本航空におけるバイアス表示例
1)最 初の6月19日 ホノルル便の空席情報はJL便 のみ表示する。(FLYJL)
搭乎地
到着地騨 到着時間 郵 喬裂 航鍬 機材 食事 灘 ぎ


























































































































出所 日本航空情報 システ ム部 「情報 システム概説書」1977年2月28日 作成。
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(16)AA航 空 のCRS端 末 まで はバ イ アス表示 の ま ま,ノ ンバ イ アス表示 は代理店 端
末 の み。AA航 空予約 担 当,福 沢 調べ。
(17)予 約 シ ステムが導 入 され る以 前 は,ほ とん どの航 空券 の発行 を航 空会 社 が 自 ら
行 って いた。従 って,航 空 旅客 は航 空 会社 の営 業所 の窓 口 まで 出向 いて,航 空券 の
発行 を受 けな ければ な らな いとい う不 便 さが あ った。
(18)イ ール ド・マ ネジメ ン ト(YieldManagementSystem):割 引 き運 賃が 多い米
国 で は,便 毎 の予約管 理即 ち,各 種運 賃毎 に席数 を割 当,そ の組合 せ によ って便 の
収 益力 を 高め る。 各 種割 引 き運 賃 を考慮 した実収単 価 を路線 や シー ズ ンと絡 ませ
て・ きめ細 か く予約 や販売 を管理 して利益 をあげ る ことをい う
。
例 えば, 運 賃 の種 類
フ ァー ス トク ラ スF
ビ ジ ネ ス ク ラ スC
エ コ ノ ミー ク ラスY1
エ コ ノ ミー ク ラ スY2














従 っ て,こ の 航 空 機 の イ ー ル ド(単 位 収 入)は(F×20+C×50+Y1×30+Y2x




(20)バ イア ス禁 止(CRSRulingUnbaised)と 引換 え にBookingFee(予 約 手数料)
徴収 す ることが認 め られ た(事 業化 の認知)。 自社 のCRSで 他 社便 を予約 した場
合,1ド ル75セ ン トの収 入が得 られ ることにな った。(儲 か る ビジネ スにな った
。)
また,1989年 連邦政 府 に よ り予約手数料 は1ド ル85セ ン トにな った
。
(21)1985年11月 に出 され た ア メ リカ会計員 の報 告書 は,規 制 緩 和 は空運 企業 間 の
競争 を助長 し,そ れに よ って多 くの旅客 が利益 を受 けた と して い る
。 その理 由 と
して,マ イ ル当た りの平均賃 金 が さが った こ と,便 数 と利用 可能席数 が増 え た こ
と,旅 客 の好 みに合 った サ ー ビスが取 り入 れ られ た こと,お よ び運航 費の合理 化
が行 なわれ っっ あ る ことな どを挙 げて いる。
一方,エ ノ報 告書 はs規 制緩 和 の功罪 にっいて,6年 だ けの経験 で は最終 的 な結
論 を出す の は尚 単であ る と しなが らも,次 の諸点 を指摘 して いる。
1)旅 行者 に利便 を与え た反 面,空 運 企業 に財務上 の困難 を与 え た。
2)需 要 の 多 い 区 間 の ス ケ ジ ュ ー ル は改 善 され た が,そ うで な い 区 間 の ス ケ
ジ ュー ルは悪 化 した。
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3)運 賃 にっ いて は,適 用危 難 の如 何 に よ って不公 平が増 えた。
4)大 規模 な空運 企業 ほど存在 が 目立 ち始 めた。
5)空 運 企業 の合理化 の過程 にお いて労務費 が低 下 した。
6)代 理店 による売上 げが急 増 した。
7)代 理店手 数料 が高 くな った。
8)コ ンピュー タが販売 上の重要 な手段 とな った。
9)小 規 模 な空運 企業 の系列化 が始 ま った。 出所,坂 本,p.123。
(22)RTM(RevenueTon_Kilometer)有 償 トンキ ロは有償 旅客 キ ロ(Revenue
PassengerKilometerRPK)と 同 じよ うに航空 会 社の輸送 量,ま た は売 上 げ量 を
示 す。 有 償旅客 キ ロは旅 客だ けの輸送 量で あ るが,有 償 トンキ ロは旅客 を重量 に
換 算 し,こ れ に貨 物 の輸 送量 を加 えた もの。
